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や 腕 や 頸 の あまりに も 生々 しいみ づみづ しさに 幾分 不 

あた J 

気味な 重苦し さ を 覚えて ゐ ました。 やがて 四囲の 事情 

に 反し 仏像の みに 積る 埃の ない こと を 見て、 

「君 は、 毎日、 これ を 眺めに ここへ くるの か」 私 は 彼 

に たづね ました。 

「つい 先頃まで 書斎に 置いた ものな の だ」 彼 は 私の 疑 

惑 を 察して 答へ るので す。 「散歩に でたり、 空気銃 を 

うつたり、 硝子 を こ はしたり、 ほっとく と 勝手な 悪戯 

をす るので ね」 そして 彼 は はじめて いくらか 打ち解け 

た 笑 ひ 顔 をみ せた のです。 

しかし 私 は 彼が 幾分 私の 眼から 隠す やうに して ゐた 



うち 

釣り あげたぐ ぢを さげて、 私 は 家へ 帰りました。 一 

すみ 

日の 潮風 を 洗 ひ 流して 浴室 をで ると き、 私 は 廊下の 角 

の 方 をみ たのです が、 もはや 夜 も 落ちて ゐ たし、 誰の 

視線 もなかった のです。 

あの 傷口に あった 血 は …… 私 は 眠りに 落ちる と 

き、 ひとりごと を 言って ゐ ました。 やっぱり ほんとの 

血だった な。 気の まよ ひではなかった の だ。 

あの 仏像 を 書斎へ 置いたら、 白痴の 妻で はない にし 

て も 恐らく 嫉妬 をいだ かずに ゐられ ない のが 至当な の 

でした。 白痴の 妻が つ ひに 刃物 を 揮った のでせ う。 自 

らの 手が 隱 つ いて 血潮が：： S 像の «| 口 を そめた のでせ う。 



けれども 白痴の 嫉妬よりも —— 私 はふと 重い 思 ひに 

沈んで ゐ ました。 あの 男の あこがれが、 現実の 美女 達 

よりも 白痴の 女 を もとめさせて しまった やうに、 結局 

白痴の 女よりも、 あやしい 快楽の 数々 に 富んだ あの 木 

像が、 いっそう 彼の 心 をみ だして ゐた かも 知れない。 



私 は 苦しくなる のでした。 白痴の 女の 憎しみが、 あ 

まリ 生々 しく 私の 胸 すら 刺した からに ほかな りません _ 

そして 私 はな ほいつ そうの 生々 しさで、 仏像の 秘密の 

深い 肉体 を 思 ひ、 うねうねと 絡みつ いてく る やうな 鞭 

に 似た その 弾力の 苦し さに 驚かずに は ゐられ ぬので し 



た。 

木像 の みづ みづ し い 脾腹 の ふくら み に まるく 滲んだ 

血糊 は、 ほかで もない、 やっぱり あの 快楽の 深い 肉の 

中から どく/ \ と 流れで てきた 血潮な のでした。 

「とにかく —— 」 私 はすで に眠リ のなかで 決意 を かた 

めて ゐ たのです。 「あの人々 の 静かな 生活 をみ ださぬ 

ために、 私 は あした 出発しょう」 

そして 翌日 友達が 孤独に 疲れた 人の みのもつ 静か さ 

で 頻りにと める 言葉 もき かず、 私 は 出発して ゐ たので 

みち 

す。 そして 私 は 浜 木綿の さわぐ 海辺の 径を、 できる だ 

け 太陽 を ふり 仰ぎながら、 歩いて ゐ ました。 
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